
再生医療等の内容をできる限り平易な表現をもちいて記載したもの 

 

脂肪幹細胞投与治療は、患者様本人の脂肪から採取、培養した脂肪由来間葉系

幹細胞を静脈内に投与する治療方法です。組織幹細胞の中の一つである間葉系

幹細胞は、神経・脂肪・筋肉・骨・軟骨・他の内臓組織に分化（形態や機能を獲

得）する能力を持ち、損傷した細胞や老化した細胞の修復が可能とされています。

また、幹細胞からの分泌物は、周囲に拡散して近隣の細胞に直接作用することが

できパラクライン効果、免疫系の制御、血管新生、抗炎症作用、抗酸化作用、抗

アポトーシス作用、組織修復作用など様々な治療効果が期待できます。 

 

 


